
近畿地区協議会 総務・広報委員会 基本方針 

総務広報委員会 委員長 西本 延博 

 

 

私達近畿地区協議会は、６ブロック協議会９６ＬＯＭの強固な「友情」と言う絆で結ば

れ、地域に根ざし社会に貢献してきました。今後も地域社会から必要とされる組織として

発展するために公益法人制度改革による時代の流れに合致しつつ、自立性と公益性の両立

したＪＣ運動ができるように会員会議所の目指す方向性をしっかりと把握し、お互いに有

益な情報を共有し、また我々のＪＣ運動を地域社会に発信していかなければなりません。 

そのためにまず、総務とは近畿地区協議会にかかわる諸会議の運営業務を扱う責任があ

る事を自覚し、正副会長会議・役員会議の折り目正しい設営及びスムーズな運営を行いま

す。そのために財政・規則特別委員会と連携して諸事業議案内容に対し議案上程マニュア

ルに沿った精度の高い精査を行い、議案上程システムを適切に運用することで会議に参加

する方々が議論に集中できる環境づくりを行います。そして会員会議所会議の重要性を認

識し、９６ＬＯＭの信頼に応える的確な設営及び運営を行います。地域社会から必要とさ

れる組織として発展するために公益法人制度改革に伴う運営面・運用面の組織進化と調

査・研究を進めます。そして制度や時代の流れに合致した会則及び諸規則の管理を行いま

す。またＬＯＭの新設・分離・統廃合への迅速な対応を行います。更に広報では、公式ホ

ームページの迅速な運用を行い、会員会議所相互の和がより親密になれるようにします。

地域には必要な情報をタイムリーに発信し近畿地区協議会のＪＣ運動を幅広く広報し近畿

地区会員大会泉佐野大会を始めとする各事業への思いや事業内容のＰＲをサポートします。 

６ブロック協議会９６ＬＯＭを結ぶ近畿地区協議会の役割を十分に把握し、適切な諸会

議の運営・情報発信をすることで、ＪＡＹＣＥＥが日本の再生に貢献しうるたくましい地

域を確立し、全人類の光明たる「世界に輝く日本」に向け真の民主主義国家を創造します。 

 

〔事業計画〕 

１．公益法人制度改革に伴う運営面・運用面の組織進化と調査・研究 （通年） 

２．諸事業議案の精査 （通年） 

３．議案上程システムの運用 （通年） 

４．会員会議所会議の設営及び運営（１月・７月・１１月） 

５．正副会長会議・役員会議の設営及び運営 （通年） 

６．会則及び諸規則の管理 （通年） 

７．ＬＯＭの新設・分離・統廃合への対応 （通年） 

８．公式ホームページの運用及び地区内外への情報発信 （通年） 

９．広報に関する全般 （通年） 



１０．役員補佐業務全般 （通年） 

１１．近畿地区会員大会泉佐野大会への協力 （７月） 

１２．その他、庶務 （通年） 


